
２０２４年９月１１日

兵庫県における水素サプライチェーン構築
に向けた取組み

関西電力株式会社
水素事業戦略室



1

The Kansai Electric Power Co., Inc.

目次

（１）関西電力の水素事業戦略

（２）兵庫県における水素サプライチェーン構築

 に向けた取組み

（３）その他の取組み



2
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関西電力の概要

○ 当社は1951年に発送配電一貫の民間会社として発足。2020年4月に送配電部門を分社化。
○ 主力のエネルギー事業では、「S＋3E※」のバランスのとれた電源構成を目指すとともに、原子力・再エネに加

え、ゼロカーボン火力も含めた「電源のゼロカーボン化」、および水素社会に向けた検討・実証に取り組む。

＜設備概要＞ ＜会社データ＞  

※：安全確保(Safety)+エネルギーの安定供給(Energy Security)、
経済性(Economy)、環境保全(Environmental Conservation)

火力 1,300.0万kW （8ヵ所）

水力 826.0万kW （152ヵ所）

原子力 658.0万kW （3ヵ所）

新エネルギー 1.1万kW （3ヵ所）

※自社発電設備のみ
※四捨五入の関係で合計と一致しない場合がある

発電設備容量（電源別内訳）
※2024年3月末時点
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（参考）関西電力の火力発電所について

〇当社は、水素混焼発電の導入が期待できるLNG火力発電所を複数箇所保有している。

姫路第二発電所
(LNG、291.9万kW)

姫路第一発電所
(LNG、144.2万kW)

赤穂発電所
(重油・原油、120万kW)

御坊発電所
(重油・原油、180万kW)

舞鶴発電所
(石炭、180万kW)

南港発電所
(LNG、180万kW)

堺港発電所
(LNG、200万kW)

関西国際空港ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ
(灯油、4万kW)

（注）2024年7月末時点
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関西電力の発電量実績について

○当社の発電電力量のうち、火力発電が５割強を供給している。
（2022年度実績。合計約854億kWh）

31%

12%
36%

5%

16%
原子力

石炭

LNG

石油

水力

新エネルギー等

電源構成［発電量実績より］

※2022年度実績
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関西電力のCO2排出量について

〇発電事業に伴って約2,470万トンのCO2を排出しており、これは日本の総排出量の約
2.4％に相当。(2022年度実績)

約2,470万トン
(2022年度)

出典：関西電力 決算説明資料より

関西電力グループ国内発電事業に伴うCO2排出量他

関西電力グループの排出量・・・

CO2総排出量：約10億3,700万トン

産業部門

24%

運輸部門

18%

業務その他部門

5%

家庭部門

5%

エネルギー

転換部門

41%

非エネルギー

起源CO2

7%

日本のCO2部門別排出量

（電気・熱配分前2022年度）

出典：環境省 2022年度の温室効果ガス排出・吸収量（詳細）より作成
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ゼロカーボンビジョン2050

①デマンドサイドのゼロカーボン化 ②サプライサイドのゼロカーボン化 ③水素社会への挑戦

○当社は2021年2月に関西電力グループ「ゼロカーボンビジョン2050」を策定した。
○事業活動に伴うCO2排出を2050年までに全体としてゼロとすることを目指した取組みの３つの
柱のひとつに「水素社会への挑戦」を位置づけている。
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ゼロカーボンロードマップ

○当社は2022年3月に「ゼロカーボンビジョン2050」を実現するための道筋を定めた、
「ゼロカーボンロードマップ」を公表した（2024年4月改定）。
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○政策支援獲得も視野に、海外水素製造から姫路エリアの水素需要までをつなぐ、液化水素サプライチェー
ン構築に向けた検討を進める。

○産業横断的に周辺の事業者様と協業しながら、水素サプライチェーンの受入基地を姫路エリアに形成した
い。

液化水素サプライチェーン構築に向けた当社の検討

上流（供給側） 下流（需要側）

姫路第一発電所（天然ガス）

姫路第二発電所（天然ガス）

発電需要

他産業・運輸需要

液化水素基地

姫路エリア

兵庫県姫路市
海外からのグリーン液化水素

LH2

：グリーン液化水素
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姫路エリアの水素サプライチェーン構築に向けた適地性

○ 姫路エリアは多様な企業の製造拠点が集積しており、水素サプライチェーン構築に向けて有望なエリア。
○ 自社発電所での水素混焼発電に加え、周辺の事業者様とも協働し、産業横断的な需要を集めながら

地域的に融合されたサプライチェーンを構築することが可能。

出典：「播磨臨海地域カーボンニュートラルポート(CNP)形成計画 骨子(素案)」（兵庫県HP）に一部加筆
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水素発電に関する取組み

水素発電の社会実装に向け、まずは水素発電に係る運用技術確立のため、2025年大阪・関西万博期間
中の実証開始を目指して姫路第二火力発電所のガスタービン発電設備１基を活用した水素混焼発電実
証を行う。

2021年度～2025年度（5年間）

2021 2022 2023 2024 2025

事業期間

FSフェーズ 設計・製作フェーズ 実証フェーズ

実施体制
助成事業者

注 NEDO：国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

・関連設備の詳細設計
・機器の製作、据付、既設改造

・実証試験・実証での技術課題、工程等
机上検討

水素ガス

天然ガス
供給設備

天然ガス

水素混合ガス

ガスタービン

オンサイト水素製造

トレーラー等による
構外からの水素ガス受入

水素ガス圧縮機

実証システム（イメージ）

水素ガスボンベ

2024年6月撮影

散水・冷却水装置

水素供給配管

水素ガス圧縮機

水素受入設備

計装空気、制御盤他

水素ガスカードル

水電解装置

※2023年12月より現地工事着工。現在は土木建築工事が概
ね完了し秋頃から各種機器の搬入据付を予定※経産省、NEDOが進めるグリーンイノベーション基金の支援も受け実施
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兵庫県播磨・神戸地域での水素サプライチェーン構築に向けた調査

水素需要調査 輸送インフラ調査 地域経済への影響調査1 2 ３

調査概要

兵庫県播磨・神戸地域において、
利活用先における時系列での
水素需要を調査し、需要場所・
量等を把握

①の調査結果に基づき、時系列
での効率的な輸送インフラ構想を
検討

具体的な検証内容を織り込んだ2030年、
および中長期的な時間軸として2050年に
向けた水素供給インフラの全体構想を検
討し、地域経済への影響を評価

○水素サプライチェーンの構築に向け、兵庫県播磨・神戸地域において、2030年時点での①水素需
要調査、②輸送インフラ調査、③地域経済への影響調査を実施する。

○また、2050年に向けた中長期的な水素供給インフラの全体構想についても検討する。

水素サプライチェーンにおける調査対象

事業概要

✓ 調査事業名称：兵庫県播磨・神戸地域のクリーン水素導入に向けた潜在需要、輸送インフラ、地域経済への影響に関する調査
✓ 公募事業名称：令和６年度非化石エネルギー等導入促進対策費補助金（水素等供給基盤整備事業）

※経済産業省補助事業
✓ 事業期間：2024年6月～2025年2月末（予定）
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姫路地区を起点としたグリーン水素の大規模輸送・利活用に向けた調査

＜取組イメージ＞

＜役割分担＞

○助成先
◼ 関西電力株式会社

• 水素供給管理システムの検討
• モデル構築 など

◼ パナソニック株式会社
• 水素を使った自社製燃料電池
の活用の検討 など

■ NTTアノードエナジー株式会社
• 通信管路を活用した水素パイプラインの
構築における法規制調査 など

■ 日本電信電話株式会社
• 通信管路を活用した水素パイプラインの
構築における需要調査 など

※国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の助成事業

○2024年6月にNEDO助成事業※に採択され、大規模で低コストかつ低炭素な水素輸送を確立するため、
 鉄道や通信用管路といった既存インフラを活用した水素輸送方法等に関する調査、技術開発を行う。
○調査は「輸送方法」「利活用先」「法規制」の３項目に分けて実施する。

◼ 西日本旅客鉄道株式会社
• 線路敷パイプラインの検討
• 水素利活用の検討 など

◼ 日本貨物鉄道株式会社
• 鉄道による全国への水素輸送 など

（助成先・実施事業者）

NEDO

関西電力株式会社、パナソニック株式会社
西日本旅客鉄道株式会社、日本貨物鉄道株式会社
NTTアノードエナジー株式会社

日本電信電話株式会社

（協力先）

＜実施体制＞

2024年度～2025年度＜実施期間＞

○協力先



14

The Kansai Electric Power Co., Inc.

目次

（１）関西電力の水素事業戦略

（２）兵庫県における水素サプライチェーン構築

 に向けた取組み

（３）その他の取組み



15

The Kansai Electric Power Co., Inc.

水素燃料電池船と船舶用ステーションの実現に向けた検討

○2025年大阪・関西万博期間中の商用運航を目指して岩谷産業㈱が取り組んでいる水素燃料電池船開発のNEDO※
助成事業において、当社はエネルギーマネジメントシステムの構築および船舶用充電設備の導入に取り組んでいます。
○また、 2025年大阪・関西万博期間中、福井県おおい町で原子力の電気を用いて水素を製造し、水素燃料電池船に
一部供給することについても計画しています。

＜NEDO事業概要＞
・事業名： 『商用運航の実現を可能とする水素燃料電池船とエ

ネルギー供給システムの開発・実証』（燃料電池等
利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学
官連携研究開発事業※）
※国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）の助成事業

・実施体制
（助成先・実施事業者）

NEDO 岩谷産業株式会社、関西電力株式会社、
株式会社名村造船所、国立大学法人東京海洋大学

(kW)

船舶充電 船舶充電蓄電

放電

水素圧縮

ピークカット

0時 24時

その他電力

放電

＜エネルギーマネジメントイメージ＞

・実施期間：2021年度～2024年度

＜水素燃料電池船の外観＞ （提供：岩谷産業）

＜原子力由来の水素の利活用＞
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〇当社は、水素社会実現のためには、水素業界が一体となって事業化の推進や政策支援要望等が必要と
の思いから、様々な協議会へ参画している。

協議会等への参画

事業化委員会 規制委員会 渉外委員会
CO２フリー
水素委員会

金融委員会
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最後に

2050年のカーボンニュートラルの実現に向け、

関西電力は、水素社会へチャレンジしてまいります。

ご清聴ありがとうございました。
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